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要旨 :本研究では, 日本国内に植栽されたユーカリ樹木の生理活性の季節変化とユーカリ樹木から生じる

大型菌類の発生消長の対応関係を明らかにするため,二 重県亀山市ならびに兵庫県南あわじ市において外
生菌根相とその発生消長を調査するとともに,ユ ーカリ樹木のSAPD値と光一光合成曲線の季節変化を測定
した。
その結果,12種 類の菌類相が確認され,そ のうち外生菌根性の子実体は,亀 山市で4種,南 あわじ市で
2種であつた。外生菌根性の子実体は,5月 から12月までの8月と11月を除いた期間に発生し,樹 木の

SPAD値 あるいは気温の上昇によつて発生が誘導され,気温の低下により収束が引き起こることが示唆され
た。
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はじめに                       木 の耐病性を高めることが報告されており (金子・佐橋,

1998),ユーカリ属での発生消長を知ることで健全な樹

オース トラレーシア区域が原産であるユーカリ属   木 育成を図ることが可能である。

Ocaヱ沖tus sp.)は,約 600の種や変種に分化し多様性    そ こで日本国内に植栽されたユーカリ樹木の生理活性

を有している (石倉,1981)。成長が早くかつ乾燥や塩   と 大型菌類の種組成を明ら力寸こするため,二 重県亀山市

害に耐える植物として砂漠緑化などにも使用されてい   な らびに兵庫県南あわじ市において子実体の発生状況調

る (吉川,1998)。世界的にみると,パ ルプの原料材と   査 を行うとともに,外 生菌根性子実体とユーカリの生理

して大規模に植栽されている植物であり,最 近では葉か   活 性との関係を明らかにした。それにより,外 来種であ

ら抽出・精製されるオイルがアロマテラピーの材料とし   る ユーカリ属が日本においてどのような外生菌根菌と共

て欠かすことができないものとなるなど,そ の有用性は   生 関係を形成しているのか明ら力Wこした。

計り知れない。日本国内においては公園樹や街路樹など

においてランドマークとして利用されることが多く,そ     1.研 究方法

の他の特殊な栽培目的としてはコアラが飼育されている

動物園における採餌用として一定規模で植栽が行われて    1 1 調 査対象地

いる例や製紙会社の実験圃場における植栽例があげられ    二 重県亀山市の王子製紙森林資源研究所 (北緯 34°

る。ユーカリ属は,植 栽された土地に存在する,も しく   53′ ,東 経 13げ 29′ )内 に植栽されているユーカリ属

は根鉢に付いて導入された外生菌根菌と関係を築くこと   を 対象として研究を行つた。植栽後8～ 9年が経過した

が知られている。外生菌根菌は,樹 木の根と外生菌根を   駒 陵ユ沖をusダ obulus植栽地に2箇所,E camヱ 」trヱensls

形成し,樹 木からは光合成産物である有機物を受け取る   植 栽地に1箇所の方形区 (10×10 mlを設置した。
一方,樹 木がリン等の無機養分を吸収するのを助け,樹     ま た,兵 庫県南あわじ市の淡路ファームパークイン
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